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真
乙
婆
御
嶽
の
大
葉
赤

ま
い
つ
ば
う
た
き
（
お
ん
）

榕
に
つ
い
て
は
日
曜
ジ
ジ

通
信
四
四
三
号
で
触
れ
た
。

と
て
も
大
き
く
枝
を
広

げ
る
。

こ
の
真
乙
婆
御
嶽
は
石

垣
中
学
の
校
門
の
前
。
生

徒
達
が
毎
朝
掃
い
て
い
る
。

毎
朝｢

お
早
う
ご
ざ
い

ま
す｣

と
生
徒
が
声
を
か

け
て
く
れ
る
。

四
月
二
〇
日
過
ぎ
、
近

く
を
通
る
と
妙
に
明
る
い
。

見
上
げ
る
と
葉
が
半
分
以

上
無
く
な
っ
て
い
た
。
足

下
に
は
大
き
な
葉
が
沢
山
。

葉
の
落
ち
た
細
い
枝
か

ら
は
次
々
と
若
葉
が
芽
吹

い
て
い
る
。
木
全
体
で
一

斉
に
落
葉
す
る
の
で
は
な

い
。
古
い
濃
い
緑
の
葉
の

ま
ま
の
枝
も
あ
る
。
赤
榕

は
常
緑
樹
だ
が
、
年
に
一

回
以
上
、
一
斉
に
葉
を
入

れ
替
え
る
そ
う
だ
。
そ
れ

が
今
。

｢

赤
榕｣

は
紀
伊
半
島
や

四
国
、
九
州
に
も
あ
る
が
。

大
葉
赤
榕
は
石
垣
島
、
西

表
島
な
ど
八
重
山
に
あ
る
。

大
葉

赤
榕

の
落

葉

と
芽

吹
き

あ

こ

う
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沖
縄
県
石
垣
市
新
川

二
〇
二
三
年
四
月

岸
田
自
公
政
権
は
「
少

子
化
対
策｣

の
か
け
声
だ

け
は
あ
る
が
、｢

少
子
化｣

の
原
因
を
考
え
た
の
か
？

大
学
は
出
た
け
れ
ど
、

奨
学
金
と
云
う
借
金
。
現

在
、
そ
の
総
額
は
九
兆
五

千
億
円
。
七
割
が
利
子
付

き
。
平
均
的
に
は
、
就
職

後
月
一
～
二
万
の
返
済
が

十
五
年
続
く
。

こ
れ
で
は
夢
の
新
婚
生

活
も
考
え
ら
れ
な
い
。

保
育
園
、
学
校
も
負
担

が
大
変
。

労
基
法
で
は
八
時
間
労

働
だ
が
、
か
け
声
だ
け
。

連
日
の
残
業
が
当
た
り
前
。

こ
れ
で
は
、
保
育
園
の
お

迎
え
も
ま
ま
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
を
根
本
か
ら
改

善
し
な
け
れ
ば
少
子
化
対

策
に
な
ら
な
い
。

出
生
率
を
回
復
し
た
国
も

フ
ラ
ン
ス
や
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
等
で
は
出
生
率
を
回

復
し
て
い
る
が
、
ど
の
国

も
子
供
が
生
ま
れ
て
も
経

済
的
負
担
が
生
じ
な
い
よ

う
に
し
て
い
る
。
保
育
園

や
学
校
は
無
料
。
国
に
よ
っ

て
は
学
用
品
も
支
給
。

そ
し
て
時
間
外
労
働
を

厳
し
く
規
制
。

大
学
の
学
費
無
料
の
国

も
。｢

無
料
だ
と
遊
ん
で

ば
か
り
で
は
？｣

と
思
う

の
は
早
と
ち
り
。
試
験
は

厳
し
く
簡
単
に
は
卒
業
で

き
な
い
。
日
本
と
違
う
。

次
世
代
を
担
う
子
供
は

社
会
全
体
の
宝
。
国
の
責

任
で
賄
え
ば
良
い
。

財
源
は

利
子
配
当
も
総
合
課
税

と
す
る
事
で
所
得
一
億
超

で
税
負
担
率
が
下
が
る
制

度
を
変
え
、
超
大
企
業
の

優
遇
税
制
を
変
え
れ
ば
良

い
。
超
高
額
所
得
者
や
超

大
企
業
が
儲
け
ら
れ
る
の

は
沢
山
の
若
者
が
働
い
て

い
る
か
ら
。
そ
れ
を
支
え

る
為
の
負
担
は
当
然
で
は
。

あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？

少子化対策 は子育 ての経済的負担ゼロ


